
款： 項： 目：

節・細節： 田中

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1 自動駅務機器保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

各駅にある改札機や券売機などの自動駅務機器の定期点検および故障時のオンコール対応を委託します。

【委託内容】

定期点検 機器各部の清掃、動作確認、注油、調整、機能確認および劣化部品交換

印字部・磁気読み取り部の清掃・調整

ローラ等回転部分の動作確認・注油

磁気読み取り・書き込みヘッドのずれ調整

オンコール 故障時対応

【内訳（台数）】

６回／年

２回／年

（２　前年度から変更・見直しした点）

機器の故障率増加に伴い、単価が増加しました。

労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

故障が増加している機器についきましては、点検回数を追加しました。

保守対象機器（券売機・チャージ機）の更新・一部撤去に伴い、定期点検回数と台数を削減しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

2 自動駅務機器における部品購入
（１　事業目的・内容）

【概要】

自動駅務機器の保守点検で使用する消耗品，保守材料など交換部品を購入します。

（２　前年度から変更・見直しした点）

改札機搬送モータ、改札機LCD、精算機サーマルヘッド、精算機紙幣識別部など機器老朽化に伴う故障が多発しており、

機器の故障率が増加していますが、機器更新により対象機器の減少が見込まれます。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

31年度予算額

事　　業　　費 17,506
債務負担設定

事　　業　　費 94,600
債務負担設定

（単位：千円）

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

（単位：千円）

31年度予算額

チャージ機 24 １２回／年

窓口処理機

精算機 48 １２回／年

共通

システム機器内訳 台数 点検回数 備考

改札機 225 ２～１２回／年

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額
○

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

148,354 5,205

40　修繕費

153,559

50　運輸費

券売機

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

48 ６回／年

監視装置 41

収入管理サーバ 2

111 ２～１４回／年



款： 項： 目：

節・細節： 田中

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

40　修繕費

50　運輸費

【　事　業　内　容　】

3 集計装置保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

集計装置は収入管理サーバを介して各駅の券売機などと接続されています。また、社局サーバを介して

ＰＡＳＭＯセンターと接続され、売り上げデータやカード使用実績、入出場ＯＤなど営業データの収集・集計を

行っています。

この機器の正常稼働を保つため機器の保守契約と運用管理業の委託を行います。

【機器構成】

（２　前年度から変更・見直しした点）
H30年度に機器更新をおこない、一部対象機器が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

4 定期券発行機等保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

各駅に設置してある定期券発行機などの定期点検および故障時のオンコール修理対応を委託します。

【委託内容】

定期点検 機器各部の清掃、動作確認、注油、調整、機能確認および劣化部品交換

印字部・磁気読み取り部の清掃・調整

ローラ等回転部分の動作確認・注油

磁気読み取り・書き込みヘッドのずれ調整

オンコール 故障時対応

（２　前年度から変更・見直しした点）
労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

入出金機の追加に伴う保守対象機器が増加し、障害発生率が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

（単位：千円）

31年度予算額

31年度予算額

1
ストレージ 1

ソフトウェア 1

保守運用管理業務 1

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定

30年度予算 31年度予算 32年度予定

事　　業　　費
33年度予定 34年度以降 総　　額

34年度以降

債務負担設定
事　　業　　費 6,332

システム機器内訳 数量 備考

集計装置本体装置 1
開発サーバ 1
帳票サーバ

総　　額

（単位：千円）

19,082
債務負担設定



款： 項： 目：

節・細節： 田中

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

40　修繕費

50　運輸費

【　事　業　内　容　】

5 定期券発行機における部品購入
（１　事業目的・内容）

【概要】
各駅に設置してある定期券発行機などの保守点検のための消耗品及び保守材料などの部品を購入します。

（２　前年度から変更・見直しした点）

機器障害発生率の減による、対象数量の減

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

6 光LAN保守委託
（１　事業目的・内容）

【概要】
各駅にある駅務機器と にある収入管理サーバやＰＡＳＭＯ駅サーバは局内の光ＬＡＮを介して
情報の伝送を行っています。

【内訳】
光ＬＡＮ中央装置（ ）や駅装置（各駅，車両基地）などの設備を電気課にて取りまとめて委託
発注し，駅務機器に関わる部分を総務課にて負担します。
また、故障した機器の部品については、その都度、契約を締結し支払います。

（２　前年度から変更・見直しした点）
労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

債務負担設定

（単位：千円）

債務負担設定

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

事　　業　　費 6,680

32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

31年度予算額

（単位：千円）

31年度予算額

事　　業　　費 1,826

30年度予算 31年度予算



款： 項： 目：

節・細節： 田中

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1 自動駅務機器保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

各駅にある改札機や券売機などの自動駅務機器の定期点検および故障時のオンコール対応を委託します。

【委託内容】

定期点検 機器各部の清掃、動作確認、注油、調整、機能確認および劣化部品交換

印字部・磁気読み取り部の清掃・調整

ローラ等回転部分の動作確認・注油

磁気読み取り・書き込みヘッドのずれ調整

オンコール 故障時対応

【内訳（台数）】

６回／年

２回／年

（２　前年度から変更・見直しした点）

機器の故障率増加に伴い、単価が増加しました。

労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

故障が増加している機器についきましては、点検回数を追加しました。

保守対象機器（券売機・チャージ機）の更新・一部撤去に伴い、定期点検回数と台数を削減しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

2 自動駅務機器における部品購入
（１　事業目的・内容）

【概要】

自動駅務機器の保守点検で使用する消耗品，保守材料など交換部品を購入します。

（２　前年度から変更・見直しした点）

改札機搬送モータ、改札機LCD、精算機サーマルヘッド、精算機紙幣識別部など機器老朽化に伴う故障が多発しており、

機器の故障率が増加していますが、機器更新により対象機器の減少が見込まれます。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

（単位：千円）

１２回／年

チャージ機 24 １２回／年

窓口処理機 48 ６回／年

監視装置 41

収入管理サーバ 2

債務負担設定

共通

券売機

システム機器内訳 台数 点検回数 備考

改札機 225

111 ２～１４回／年

精算機 48

46,387

50　運輸費

44,480 1,907

２～１２回／年

○

（単位：千円）

31年度予算額

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

40　修繕費

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

事　　業　　費 29,547

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

事　　業　　費 5,468
債務負担設定

31年度予算額



款： 項： 目：

節・細節： 田中

50　運輸費

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

40　修繕費

【　事　業　内　容　】

3 集計装置保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

集計装置は収入管理サーバを介して各駅の券売機などと接続されています。また、社局サーバを介して

ＰＡＳＭＯセンターと接続され、売り上げデータやカード使用実績、入出場ＯＤなど営業データの収集・集計を

行っています。

この機器の正常稼働を保つため機器の保守契約と運用管理業の委託を行います。

【機器構成】

（２　前年度から変更・見直しした点）
H30年度に機器更新をおこない、一部対象機器が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

4 定期券発行機等保守業務委託
（１　事業目的・内容）

【概要】

各駅に設置してある定期券発行機などの定期点検および故障時のオンコール修理対応を委託します。

【委託内容】

定期点検 機器各部の清掃、動作確認、注油、調整、機能確認および劣化部品交換

印字部・磁気読み取り部の清掃・調整

ローラ等回転部分の動作確認・注油

磁気読み取り・書き込みヘッドのずれ調整

オンコール 故障時対応

（２　前年度から変更・見直しした点）
労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

入出金機の追加に伴う保守対象機器が増加し、障害発生率が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

（単位：千円）

総　　額

事　　業　　費
債務負担設定

事　　業　　費 1,978

ソフトウェア 1

保守運用管理業務 1

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降

開発サーバ 1
帳票サーバ 1
ストレージ 1

債務負担設定

30年度予算

4,867

31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

システム機器内訳 数量 備考

集計装置本体装置 1

31年度予算額

31年度予算額

（単位：千円）



款： 項： 目：

節・細節： 田中

50　運輸費

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 総務課01　営業費用

40　修繕費

【　事　業　内　容　】

5 定期券発行機における部品購入
（１　事業目的・内容）

【概要】
各駅に設置してある定期券発行機などの保守点検のための消耗品及び保守材料などの部品を購入します。

（２　前年度から変更・見直しした点）

機器障害発生率の減による、対象数量の減

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

6 光LAN保守委託
（１　事業目的・内容）

【概要】
各駅にある駅務機器と にある収入管理サーバやＰＡＳＭＯ駅サーバは局内の光ＬＡＮを介して
情報の伝送を行っています。

【内訳】
光ＬＡＮ中央装置（ ）や駅装置（各駅，車両基地）などの設備を電気課にて取りまとめて委託
発注し，駅務機器に関わる部分を総務課にて負担します。
また、故障した機器の部品については、その都度、契約を締結し支払います。

（２　前年度から変更・見直しした点）
労務単価上昇に伴い、作業単価が増加しました。

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

（単位：千円）

（単位：千円）

31年度予算額

事　　業　　費 570

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

31年度予算額

事　　業　　費 1,768
債務負担設定

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

債務負担設定



款： 項： 目：

節・細節： 筒井、大岡

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1 交通局PRスタンド修繕
（１　事業目的・内容）

平成30年度に設置したPRスタンドについて、アクリル板の取外しが困難なため、修繕を実施します。

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

劣化が著しいＰＲスタンドを更新し、「交通局ＰＲスタンド」取扱要領を制定して駅美観向上に取り組んでいる。

更新したＰＲスタンドについて、ポスター枠のアクリル板が湿気や静電気などで取り外せないという声が駅から多数寄せられている。

取り外せない場合は、アクリル板の上にテープでポスターを留めることもやむを得ず許可しているが、美観を損なう一因となってしまう。

（４　年次表）

0 0

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額
○

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 営業課（高速）01　営業費用

40　修繕費

30年度予算 31年度予算

共通

（単位：千円）

31年度予算額

32年度予定 33年度予定 34年度以降

債務負担設定
事　　業　　費

50　運輸費

総　　額

←ポスター枠



款： 項： 目：

節・細節：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

点検項目 点検内容

硬貨供給部・回転盤部
①供給部　②回転盤　③レベルセンサー部　④駆動モーター
⑤供給部モーター

①掻出部　②計数センサー　③硬貨通路・選別板案内板・誘導部　④シュート部
⑤ロックレバー　⑥ストップ板・ソレノイド　⑦表示各スイッチ
⑧セットスイッチ　⑨掻出ベルト・他ベルト　⑩軸受・ベアリング　⑪動作・異常音

硬貨通路部・計数機

硬貨供給部・回転盤部

①掻出ベルト・ローラー　②掻出腕・プーリー　③掻出部・選別ブロック　④核ベルト
⑤選別部・計数部対摩板　⑥選別巾決めローラー　⑦ストッパー・リジェクター
⑧駆動モーター・駆動ベルト　⑨動作・異常音　⑩材質センサー・各センサー　⑪一時保
留動作　⑫軸受・ベアリング

硬貨通路部・選別機

①供給部　②回転盤・硬貨案内　③残留検知・レベル検知　④駆動モーター・駆動ベルト
⑤軸受ベアリング　⑥動作・異常音

点検内容

50　運輸費

総　　額

（イ） 硬貨計数機（締付・清掃・注油・調整・交換）

債務負担設定
事　　業　　費 3,440

30年度予算 31年度予算

〇 共通

（単位：千円）

31年度予算額

32年度予定 33年度予定 34年度以降

硬貨選別機・硬貨計数機保守点検

【概要】

地下鉄の各駅では売上金の計算を行う際に使用している、硬貨選別機・硬貨計数機の各機器を正常に稼働させるため年２回の保守点検を委託します。

【内容】

3,440

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額

予　算　科　目 担 当

担当者：

所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費 弓野

(ア) 硬貨選別機（締付・清掃・注油・調整・交換）

点検項目



款： 項： 目：
節・細節：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1 紙幣計数機・案内所レジスター修理
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【概要】

全40駅で毎日使用される紙幣計数機・案内所レジスターのオンコール対応(修理）です。

事業名を「紙幣計数機・硬貨選別機・硬貨計数機修理」から変更しました。

【内訳】

定期的な保守点検を委託していない紙幣計数機・及び案内所のレジスターの故障時対応です。

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降

190200
債務負担設定
事　　業　　費

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)
ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額

〇

50　運輸費
予　算　科　目 担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費 弓野

1,700 3882,088

共通

（単位：千円）

31年度予算額

総　　額

190



款： 項： 目：
節・細節：

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

50　運輸費
予　算　科　目 担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費 弓野

【　事　業　内　容　】

2 金庫修理（鍵・扉）
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

3 電気製品の修理（テレビ・冷蔵庫・給湯器）
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

債務負担設定

総　　額

31年度予算額

（単位：千円）

96

節電のため中断していた給湯器の修理を平成26年度より再開しています。

平成26年度　センター南駅62,775円　仲町台駅51,343円

駅からのオンコール対応による金庫の修理で、ほとんどが、鍵、扉及びテンキーの不具合です。

96

31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降30年度予算

（単位：千円）

【概要】

31年度予算額

286

【内訳】

事　　業　　費 300 286

事　　業　　費 100
債務負担設定



款： 項： 目：
節・細節：

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

50　運輸費
予　算　科　目 担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費 弓野

【　事　業　内　容　】

4 空気呼吸器点検整備
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

5 ワイヤレスマイクの修理
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

33年度予定

債務負担設定

30年度予算 31年度予算 32年度予定

事　　業　　費 350

【概要】
各駅で使用しているホーム・コンコース用ワイヤレスマイクの修理

34年度以降

高圧導管の耐圧試験及び気密試験

【概要】
地下駅に配備している空気呼吸器の機能維持及び安全を図るための点検整備

（単位：千円）

【修理本数】

新品の在庫にて対応したため直近３年間は実績なし。25年度の実績（26本）をもとに算出しました。

31年度予算額

総　　額

総　　額

750事　　業　　費
債務負担設定

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降

契約不調により実施できなかったボンベの点検（29年度分32本）を加算しました。

31年度予算額

専用のテスターを用いて面体及び調整器の低圧部の機密確認
背負具の取付金具及びバンド類の損傷等
圧力指示計の指針指示値、許容外誤差の調整
面体、吸気管、吸気弁等の粘着性、強度及び亀裂の有無空気呼吸

器
点検整備

ボンベ
耐圧試験

（単位：千円）

項目 単価 数量 単位 積算額
本体点検 54 本
ボンベ 32+4 本

点検数内訳



款： 項： 目：
節・細節：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

【　事　業　内　容　】

1 紙幣計数機・案内所レジスター修理
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

債務負担設定
事　　業　　費 100

31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降

50　運輸費

96

（単位：千円）

31年度予算額

96

総　　額

事業名を「紙幣計数機・硬貨選別機・硬貨計数機修理」から変更しました。

【概要】

全40駅で毎日使用される紙幣計数機・案内所レジスターのオンコール対応(修理）です。

【内訳】

178

30年度予算

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

31年度　A 30年度　B 増△減(Ａ-Ｂ)
ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ予 算 額

予　算　科　目

618

弓野

担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費

〇440

定期的な保守点検を委託していない紙幣計数機・及び案内所のレジスターの故障時対応です。

共通



款： 項： 目：
節・細節：

50　運輸費

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目

弓野

担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費

【　事　業　内　容　】

2 金庫修理（鍵・扉）
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

3 電気製品の修理（テレビ・冷蔵庫・給湯器）
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

債務負担設定
20

30年度予算

20

節電のため中断していた給湯器の修理を平成26年度より再開しています。

実績はなし

31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額

事　　業　　費 20

96

【概要】

駅からのオンコール対応による金庫の修理で、ほとんどが、鍵、扉及びテンキーの不具合です。

【内訳】

債務負担設定

31年度予算額

（単位：千円）

（単位：千円）

31年度予算額

事　　業　　費 100 96

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降 総　　額



款： 項： 目：
節・細節：

50　運輸費

様 式 Ｅ

平成31年度　修繕費　事業計画書

予　算　科　目

弓野

担 当

担当者：
所属：02　高速鉄道事業費 駅務管理所01　営業費用

40　修繕費

【　事　業　内　容　】

4 空気呼吸器点検整備
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

【　事　業　内　容　】

5 ワイヤレスマイクの修理
（１　事業目的・内容）

（２　前年度から変更・見直しした点）

（３　根拠法令・規程、現場の意見等）

（４　年次表）

30年度予算 31年度予算 32年度予定 33年度予定 34年度以降

150

（単位：千円）

総　　額

30年度予算 31年度予算

31年度予算額

70

新品の在庫にて対応したため直近３年間は実績なし。26・27年度の実績（26本）をもとに算出しました。

【概要】
各駅で使用しているホーム・コンコース用ワイヤレスマイクの修理

【修理本数】

債務負担設定

総　　額

事　　業　　費

事　　業　　費
債務負担設定

ボンベ
耐圧試験

高圧導管の耐圧試験及び気密試験

【概要】
地下駅に配備している空気呼吸器の機能維持及び安全を図るための点検整備

専用のテスターを用いて面体及び調整器の低圧部の機密確認
背負具の取付金具及びバンド類の損傷等
圧力指示計の指針指示値、許容外誤差の調整
面体、吸気管、吸気弁等の粘着性、強度及び亀裂の有無空気呼吸

器
点検整備

32年度予定 33年度予定 34年度以降

31年度予算額

（単位：千円）

項目 単価 数量 単位 積算額
本体点検 14 本
ボンベ 10+3 本

点検数内訳



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度

01　営業費用
50　運輸費 田中

予　　　　算　　　　科　　　　目

02　高速鉄道事業費 総務課

増△減

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

B

64　手数料

A
11 予算額 6,081 6,070 ○

6,081 模擬環境センターシステム利用にかかる利用許諾料、模擬環境システム臨時作業費用

合 計 6,081



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度 ○

01　営業費用
50　運輸費 田中

予　　　　算　　　　科　　　　目

02　高速鉄道事業費 総務課

増△減

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

41　資産減耗費 6,115

BA
3,120 予算額 30,752 27,632

合 計 30,752

63　委託料 22,695 PASMO支線ネットワーク更新作業委託、駅改良工事に伴う駅務機器移設作業委託、AVR更新に伴う自動駅務機器切替作業委託

ウイルス対策ソフト、A3モノクロレーザープリンタ、プリンタトナーカートリッジ

産業廃棄物（改札機・精算機）処分・収集運搬委託

1,94249　備消品費



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

ウイルス対策ソフトなど24249　備消品費

63　委託料 736 PASMO支線ネットワーク更新作業委託、AVR更新に伴う自動駅務機器切替作業委託

合 計 3,082

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

41　資産減耗費 2,104

B ○A
1,545△ 予算額 3,082 4,627

産業廃棄物（改札機・精算機）処分・収集運搬委託

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度

01　営業費用
50　運輸費 田中、金子

予　　　　算　　　　科　　　　目

02　高速鉄道事業費 総務課

増△減



款： 項： 所属：

目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

50　被服費 運輸費支弁職員に対する被服貸与分（新規採用・異動・定期貸与）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

合 計 26,700

63　委託料 5,768 空気環境測定調査等

B A　-　B

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

20,932

 予算額 26,700 0 26,700 ○

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 人事課

50　運輸費 星野

31年度 30年度 増△減

A



款： 項： 所属：

目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

合 計 15

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

41　資産減耗費 15 うがい器撤去

A B A　-　B ○

 予算額 15 2,940 2,925△  

50　運輸費 星野

31年度 30年度 増△減

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 人事課



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

・事業の必要性や効果等を考慮し、必要な額を計上

　（３　新規項目・主要事業等）

・お客様により快適にご利用いただくための備品類を試験的に購入

・お客様案内の強化（委託料）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度

01　営業費用
50　運輸費 筒井、大岡

予　　　　算　　　　科　　　　目

02　高速鉄道事業費 営業課（高速）

増△減

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

49　備消品費 6,306

BA
18,468 予算額 33,360 14,892 ○

合 計 33,360

26,620 研修外部講師委託、他63　委託料

58　印刷製本費 330 駅務関係規定集の更新

お客様ＳＣ用プロバイダ利用料

イベント告知用駅掲示板、他

2057　通信運搬費

応急手当普及員講習費64　手数料 84



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

・事業の必要性や効果等を考慮し、必要な額を計上

　（３　新規項目・主要事業等）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 営業課（高速）
50　運輸費 筒井、大岡

31年度 30年度 増△減 ○

A B A　-　B

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

49　備消品費 ＡＥＤ収納ボックス更新

 予算額 866,604

57　通信運搬費 696 IP無線機通信料

63　委託料 930,752 駅業務委託、他

64　手数料 32 デジタル無線機電波使用料

65　賃借料 1,500 IP無線機レンタル、他

合 計



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

・事業の必要性や効果等を考慮し、必要な額を計上

　（３　新規項目・主要事業等）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 営業課（高速）
50　運輸費 筒井、大岡

31年度 30年度 増△減

A B A　-　B ○

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

57　通信運搬費 144 IP無線機通信料

 予算額 261,069

63　委託料 駅業務委託

65　賃借料 99 AED賃借

合 計



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

58　印刷製本費 駅務関係帳票作成

63　委託料 普通乗車券収集運搬・駅務管理所業務委託

64　手数料 サービス介助士取得・更新講習費・防火・防災管理者新規・更新講習費

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

65　賃借料 寝具類賃借

746

合 計

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

9,324

BA
 予算額 20,131 ○

2,220

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度

01　営業費用
50　運輸費 弓野

予　　　　算　　　　科　　　　目

02　高速鉄道事業費 駅務管理所

増△減



款： 項： 所属：

目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

64　手数料 横浜銀行両替手数料、計量器検査手数料

65　賃借料

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

17,389

定例出張、横浜駅六社連絡会議1,886

電子複写機賃借、吸煙機リース

57　通信運搬費 2,005 電話、ケーブルテレビ

AED消耗品、医薬品類、ジャーナル用紙、クリーナー等

上下水道、湧水、熱媒供給使用量、電気使用量、ガス料金等

56　旅費

2,179

ルート回収、湘南台駅廃棄物処理、産業廃棄物の収集運搬・処分63　委託料 19,999

60　負担金 14 連絡会議

1,229

368,404合 計

カーブミラー、ポスターフレーム、ロッカー、事務机、事務椅子
職場体験参加者進呈品（中計）、サービス介助士名札（中計）、サービス接遇選手権備品作成（中計）

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

51　光熱水費 323,703

B

49　備消品費

A

 予算額 368,404 350,001 18,403

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度 ○

01　営業費用

50　運輸費 弓野

予　　　　算　　　　科　　　　目
02　高速鉄道事業費 駅務管理所

増△減



款： 項： 所属：

目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

カーブミラー、ポスターフレーム、
職場体験参加者進呈品（中計）、サービス介助士名札（中計）、サービス接遇選手権備品作成（中計）

4,147

定例出張530

57　通信運搬費 432 電話、ケーブルテレビ

AED消耗品、医薬品類、ジャーナル用紙、クリーナー等

上下水道、湧水、熱媒供給使用量、電気使用量、ガス料金等

56　旅費

65　賃借料 368 電子複写機賃借

ルート回収、産業廃棄物の収集運搬・処分

横浜銀行両替手数料、計量器検査手数料64　手数料 465

63　委託料 6,099

合 計 63,703

A　-　B

積　算　額節別科目名 積　　　算　　　項　　　目

51　光熱水費 51,662

B ○

49　備消品費

A

5,708 予算額 63,703 57,995

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

31年度

担当

30年度

01　営業費用

50　運輸費 弓野

予　　　　算　　　　科　　　　目
02　高速鉄道事業費 駅務管理所

増△減



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 電気課
50　運輸費 府馬

31年度 30年度 増△減 ○

A B A　-　B

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

51　光熱水費 771,273 電気料金（駅舎用）

 予算額 771,273 651,141 120,132

合 計 771,273



款： 項： 所属：
目： 担 当 者 名：

（単位：千円）

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ

ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ

共通

　【積算内容】　

　（１　科目別積算内容）

　（２　編成するにあたっての考え方）

　（３　新規項目・主要事業等）

合 計 203,815

節別科目名 積　算　額 積　　　算　　　項　　　目

51　光熱水費 203,815 電気料金（駅舎用）

 予算額 203,815 174,997 28,818
A B A　-　B ○

50　運輸費 府馬

31年度 30年度 増△減

様　式　Ａ

平成31年度　経費　事業計画書

予　　　　算　　　　科　　　　目 担当

02　高速鉄道事業費 01　営業費用 電気課


